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福
井
工
業
大
学
附
属

福
井
高
等
学
校
の
活
動
報
告

タ
イ
か
ら
10
名
を
招
聘
、自
動
車
に

関
す
る
最
新
の
研
究
や
技
術
で
交
流

①
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

科
学
技
術
振
興
機
構
が
主
催
す
る
さ
く
ら
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ラ
ン
か
ら
採
択
を
い
た
だ
き
、
本
校
の
姉
妹

校
で
あ
る
タ
イ
王
国
の
ワ
ッ
ト
・
ラ
ジ
ャ
・
オ
・
ロ

ス
校
と
プ
ル
ー
ク
パ
ン
ヤ
校
か
ら
生
徒
８
名
と
教
員

２
名
を
招
聘
し
、
11
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
交
流
を

行
っ
た
。
日
本
は
自
動
車
産
業
の
先
進
国
で
あ
り
、

機
械
工
学
や
電
気
電
子
工
学
な
ど
、
日
本
が
誇
る
最

先
端
技
術
を
結
集
し
た
も
の
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い

る
。
一
方
、
本
校
で
は
進
学
科
に
創
造
科
学
コ
ー
ス

を
設
け
て
、
も
の
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
を
推
進
し

て
い
る
。
ま
た
、
太
い
連
携
関
係
を
有
す
る
福
井
工

業
大
学
に
は
、
自
動
車
整
備
士
養
成
施
設
と
し
て
の

国
土
交
通
省
の
認
定
を
受
け
、
自
動
車
を
通
し
て
機

械
工
学
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
工
学
部
機
械
工
学
科

自
動
車
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴

を
活
か
し
て
、
本
交
流
で
は
自
動
車
に
関
す
る
最
新

の
研
究
や
技
術
を
、
講
義
、
体
験
、
見
学
等
を
通
し

て
理
解
し
、
そ
の
結
果
、
将
来
の
自
動
車
業
界
の
担

い
手
と
な
る
人
材
の
発
掘
と
育
成
に
繋
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
。

内
容
は
、
本
校
進
学
科
創
造
科
学
コ
ー
ス
で
取
り

組
ん
で
い
る
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る

『
Ｆ
１
模
型
の
企
画
・
研
究
・
設
計
・
製
作
』
で
の

一
連
の
作
業
を
体
験
し
た
。
詳
細
は
、
⑴
３
Ｄ
│
Ｃ

Ａ
Ｄ
に
よ
る
車
体
や
脚
回
り
の
設
計
、
⑵
車
体
ま
わ

り
の
流
れ
の
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
お
よ
び
風

洞
実
験
装
置
に
よ
る
圧
力
測
定
と
可
視
化
実
験
に
よ

る
最
適
化
、
⑶
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
に
よ
る
車
体
と

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
に
よ
る
ウ
イ
ン
グ
お
よ
び
ホ
イ
ー
ル

の
製
作
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
組
み
立
て
、
⑷
専
用
コ

ー
ス
に
よ
る
テ
ス
ト
走
行
の
評
価
な
ど
、
国
内
の
多

く
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
一
連
の
自

動
車
製
造
工
程
の
基
本
を
体
験
し
た
。

ま
た
、
現
在
福
井
工
業
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
次

の
２
つ
の
先
進
的
な
研
究
を
通
し
て
自
動
車
に
お
け

る
最
新
技
術
を
学
ん
だ
。
⑴
自
動
車
の
排
気
管
に
お

け
る
振
動
の
計
算
と
、
振
動
・
騒
音
低
減
を
目
的
と

し
た
そ
の
取
り
付
け
位
置
の
最
適
化
と
に
つ
い
て
の

講
義
を
受
け
、
Ｃ
Ａ
Ｅ
の
実
演
を
交
え
て
学
習
し
た
。

⑵
地
球
温
暖
化
や
石
油
資
源
の
枯
渇
な
ど
へ
の
対
応

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
次
世
代
エ
ン
ジ
ン
シ
ス
テ

ム
の
開
発
状
況
や
そ
の
対
応
の
一
つ
で
あ
る
生
物
資

源
由
来
燃
料
の
利
用
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
る
と

と
も
に
、
化
石
燃
料
と
生
物
資
源
由
来
燃
料
を
用
い

た
場
合
の
排
出
ガ
ス
成
分
を
実
験
的
に
計
測
体
験
し

た
。さ

ら
に
、
福
井
工
業
大
学
が
所
有
す
る
実
習
車

（
プ
リ
ウ
ス
）
の
構
造
に
お
け
る
特
徴
を
解
説
し
、

最
新
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

滞
在
期
間
の
前
半
に
は
、
観
光
バ
ス
を
製
造
し
て
い

る
ジ
ェ
イ
・
バ
ス
株
式
会
社
の
生
産
工
場
を
見
学
し
、

実
際
の
生
産
ラ
イ
ン
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
自
動
車

の
生
産
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
詳
細
に
学
習
し
た
。

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

本
校
は
ワ
ッ
ト
ラ
ジ
ャ
オ
ロ
ス
校
と
２
０
１
３
年

に
、
プ
ル
ー
ク
パ
ン
ヤ
校
と
２
０
１
６
年
に
姉
妹
校
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科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
』友
情
と
感
激

第
129
回

＝
特
別
シ
リ
ー
ズ
＝

藤井貴広　　　　　　
（福井工業大学附属福井
高等学校教員）　　　
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の
協
定
を
結
び
、
こ
れ
ま
で
教
員
間
の
交
流
や
、
生

徒
間
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
主
に
行
っ
て
き
た
。
今
回

の
交
流
で
は
、
姉
妹
校
の
生
徒
が
学
習
を
目
的
に
本

校
に
招
聘
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
校
の
学
習
環
境
や

取
り
組
み
等
を
理
解
す
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た
。

滞
在
期
間
の
前
半
は
、
福
井
工
業
大
学
の
研
究
施

設
と
Ｆ
１
模
型
を
製
作
し
て
い
る
高
校
の
研
究
室
を

見
学
し
、
大
学
と
高
校
両
方
の
研
究
内
容
の
概
要
を

理
解
し
た
。
さ
ら
に
は
、
石
川
県
に
あ
る
大
型
バ
ス

を
製
造
し
て
い
る
ジ
ェ
イ
・
バ
ス
株
式
会
社
を
見
学

し
た
。
自
動
車
の
製
造
に
は
機
械
工
学
、
電
気
・
電

子
工
学
、
材
料
工
学
な
ど
多
く
の
工
学
分
野
が
大
き

く
関
わ
っ
て
お
り
、
日
本
製
自
動
車
に
は
、
日
本
が

誇
る
各
種
の
最
先
端
技
術
が
結
集
さ
れ
て
い
る
。
今

回
の
見
学
で
、
日
本
の
代
表
的
で
大
規
模
な
も
の
づ

く
り
の
生
産
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

滞
在
期
間
の
中
盤
で
は
、
Ｆ
１
模
型
の
製
作
を
題

材
と
し
て
、
３
Ｄ
│
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
│
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ

ス
テ
ム
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
等
を
用
い
て
、
設
計

か
ら
製
造
の
一
連
の
工
程
の
基
本
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
設
計
段
階
で
は
数
値
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
製
造
後
は
可
視
化
実
験
を
行
い
、
近
年

の
も
の
づ
く
り
の
工
程
で
は
必
要
不
可
欠
な
最
適
化

の
基
本
も
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
製
造
現
場
の
実
際
で
行
わ
れ
て
い
る
内

容
で
、
受
け
入
れ
生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
に
興
味

を
示
し
、
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
内
容
は
、
本
校
の
「
課
題
研
究
」
の
授
業
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ
で
、
つ
ま
り
本
校
生

徒
の
学
習
と
し
て
実
績
の
あ
る
テ
ー
マ
に
受
け
入
れ

生
徒
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
校
の
生
徒
が
指

導
役
に
な
り
、
受
け
入
れ
生
徒
へ
の
教
育
効
果
が
向

上
し
、
密
接
な
交
流
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最

後
に
、
レ
ー
ス
方
式
で
試
走
会
を
行
っ
た
こ
と
で
、

完
成
品
の
成
果
も
楽
し
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

受
け
入
れ
生
徒
は
達
成
感
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た

と
思
わ
れ
る
。

滞
在
期
間
の
終
盤
は
、
福
井
工
業
大
学
に
お
い
て

自
動
車
工
学
な
ど
を
専
門
と
す
る
教
員
か
ら
先
端
研

究
の
概
要
を
聞
く
機
会
を
設
け
た
り
、
大
学
が
所
有

す
る
実
習
車
（
プ
リ
ウ
ス
）
を
用
い
て
、
日
本
の
自

動
車
で
特
徴
的
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
の
解
説
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
受
け
入

れ
生
徒
は
自
動
車
社
会
の

現
在
に
つ
い
て
興
味
深
く
、

ま
た
質
問
も
た
く
さ
ん
飛

び
交
っ
て
い
た
。

最
後
に
、
受
け
入
れ
生

徒
と
本
校
生
徒
で
意
見
交

換
会
を
行
い
、
受
け
入
れ

生
徒
と
本
校
生
徒
と
が
深

く
交
流
で
き
た
こ
と
が
う

れ
し
か
っ
た
と
い
う
意
見

や
、
将
来
ま
た
来
日
し
た

い
と
い
う
意
見
、
今
回
の

一
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
勉

強
に
な
っ
た
と
い
う
意
見

が
多
く
聞
か
れ
、
大
変
有

意
義
な
交
流
と
な
っ
た
。

③
今
後
の
展
望

今
後
は
、
本
校
で
は
Ｆ

１
模
型
の
設
計
、
製
造
等

の
技
術
力
を
高
め
て
、
Ｆ

１
模
型
の
最
適
化
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
今
回
の
交
流

で
、
多
く
の
受
け
入
れ
生

徒
が
日
本
の
技
術
に
つ
い

て
興
味
関
心
を
深
め
て
帰

国
し
た
。
今
後
は
、
姉
妹

校
と
し
て
様
々
な
交
流
を

行
い
、
本
校
へ
の
留
学
生

と
し
て
の
受
け
入
れ
を
積

極
的
に
行
い
、
将
来
の
技

術
者
の
担
い
手
と
な
る
人

材
の
発
掘
と
育
成
に
繋
が

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

ジェイ・バス株式会社見学

完成したＦ１模型

理事長室を訪問した一行

流れの可視化




